
既に実施 今後取組む

◆残業削減の方策◆ （複数回答、単位：社）

長時間労働是正事例紹介

●拓新産業(株)（建設機材レンタル：福岡市）
・「お客様は神様です」という顧客至上主義を捨て、週休２日、残業な
しの方針を決定。その後２年間取引先へ協力のお願いを繰り返す。
・有給休暇取得率１００％、残業１人平均年２時間を実現。
・売上げは低下するも利益率は上昇。学生の人気も上昇。

●ダイワエレクス(株)（製造業：滋賀県栗東市）
・他者の業務や残業時間数の見える化により、業務の割り振りが広く
行われ、持ち場以外の仕事ができるようになったり、社員自ら業務
の効率化を考えるようになった。

出典：イクボス企業同盟参画企業における長時間労働削減施策緊急アンケート
（H28.12.12 NPO法人ファザーリング・ジャパン）

県 内 県 外

●Ａ社
・「１９時退庁ルールの徹底」残業しても１９時までに退社。月２回は
溜まった業務を整理するクリアランスデーを設定し対象外とする。
１９時を超過する場合は事前に人事担当部へ申請が必要であり
上司から部下へ早帰りするよう指示が徹底され、実践できた。

●Ｂ社
・個々の社員が使用するパソコンの稼働時間（ログオン・ログオフ）
管理。管理簿の就業時間とログオン・ログオフ時間に３０分以上
の差がある場合は理由を確認。

資料３

労働時間と残業削減に関する調査 （H28.8.30  大分県経営者協会）



●(株)はなはな 岡田委員

・正規・非正規にとらわれず、本人の能力、意向にそって業務分担

・事業所内保育所の開設

●(株)モアモスト 河野委員

・出勤時間や退勤時間、コアタイムはない。出勤の自由化（内容により自宅作業も可能）

・売上目標、どのくらいの給料で、どのくらい働くか本人と面談の上決定。売り上げ目標超過分の３分の１を社員に還元

●(株)ニッコン 佐藤委員

・子どもの病気やＰＴＡ行事の参加等に柔軟に対応。時短勤務制度の導入

・社員の結婚・出産・子育てのサポートや指導ができる体制づくり

●ＴＲＹ（株） 高橋委員

・男女関係なく個々の事情に応じた働き方を提案（適材適所の勤務体制）

・未就学児の子どもの看護休暇及び時間単位の有給休暇取得制度

・不妊治療継続中の女性社員へ配慮（座り作業、自宅勤務など）

●大分岡病院 武石委員

・事業所内保育所の開設。次世代育成支援対策推進法に基づく認定（くるみん認定）取得

・会議時間を原則３０分、長くとも１時間以内として勤務時間内に実施

・超過勤務の削減に取り組み、削減した超勤手当額は賞与として従業員に還元。改善室を設置し常に業務改善を実施

・人事管理システム導入により有給休暇取得率や時間外勤務時間を可視化

・リモートワークの導入を検討

企業経営者の取組（第１回働き方改革推進会議委員意見より）










